
2021 年 8 月 25 日 
大阪府看護学校協議会 研修委員会 

令和 3 年度 第 1 回研修会報告 

テーマ：看護の未来 ～COVID19 感染症の今の経験から～ 

講師：神戸市看護大学 学長 南裕子先生 

日時：2021年 5月 11日～6月 14日 オンデマンド研修 

視聴回数：７６６回、アンケート回答 125件 

 

<講義内容＞ 

過去から見る現在と現在からみる未来の話からはじまり、南先生は「あえて教育につい

ては語らない」と仰いましたが、追い込み漁のように、教育を取り巻く社会や世界の状況

を丁寧に捉えなおして頂くことによって、結果的には教育について、今の私達教員にとっ

て一番重要なことは何かを教えて頂くことができました。新カリキュラム構築の時期に相

応しい、未来を見据えたパラダイムシフトを促していただける素晴らしい御講義でした。

（以下、まとめの簡略図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<振り返り＞ 

 アンケート結果では、98.4％の方が大変良かった・良かったと記入されており、またこの

時期に大変役に立つ内容であったと好評の内容でした。南裕子先生にはお忙しい中、何度も

調整を重ね動画撮影にご協力いただきまして、心から感謝申し上げます。 

一方、動画の撮影方法やスライドと先生の画像の配置など、ICT技術における課題は沢山

ありますが、業者に依頼せず自分達で工夫して作成しているような現状ですので、今後も不

十分なことがあるかもしれませんが、皆さま方のご意見を聴きながら少しづつ改善できるよ

う努力して参ります。貴重なご意見を沢山いただきまして有難うございました。           
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ローカルに取り組み、グローバルに発信する！ 


